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庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会

は
、
地
元
農
畜
産
物
を
使
っ
た

新
ご
当
地
グ
ル
メ
「
比
婆
牛
丼
」

「
庄
原
や
さ
い
寿
司
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

新
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
に

は
、
比
婆
牛
丼
に
８
店
舗
、
庄

原
や
さ
い
寿
司
御
膳
に
４
店
舗

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
庄
原
産

米
や
比
婆
牛
、
庄
原
野
菜
な
ど

の
食
材
の
魅
力
や
、
各
店
舗
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま

す
。
市
内
物
販
拠
点
施
設
や
飲

食
、
宿
泊
施
設
な
ど
で
入
手
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

　

協
議
会
で
は
、
新
ご
当
地
グ

ル
メ
を
国
内
外
の
旅
行
会
社
や

観
光
客
へ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
展
開
し
、「
お
い
し
い
庄
原
」

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
ま
す
。
現
在
、
新
ご
当
地
グ

ル
メ
の
参
加
店
舗
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
店
舗
は
、

協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
事

務
局
（
観
光
振
興
課
内
）
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新ご当地グルメをＰＲ
「比婆牛丼」「庄原やさい寿司御膳」パンフレット発行

観光
振興課

どぶろくで地域活性化
「しょうばら　どぶろく特区」で２人目となる酒造免許付与

いちばん
づくり課

　

６
月
１
日
、
庄
原
税
務
署
で
、
市
内

で
２
例
目
と
な
る
「
し
ょ
う
ば
ら　

ど

ぶ
ろ
く
特
区
」
を
活
用
し
た
酒
類
製

造
免
許
（
酒
造
免
許
）
が
、
西
城
町
の

髙た
か
は
ら
よ
し
の
り

原
芳
典
さ
ん
（
農
業
・
飲
食
店
経
営
）

に
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
原
さ
ん
は
「
ど
ぶ
ろ
く
造
り
を
通

じ
て
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
、
広
島
市
内
で
酒
造
研
修

を
受
講
し
、
市
の
補
助
金
制
度
を
活
用

す
る
な
ど
し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。「
今
後
は
製
造
場
で
製
造
・
販
売
を

行
い
、
将
来
的
に
は
飲
食
店
へ
の
提
供

や
、
道
の
駅
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売

し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
し
ょ
う
ば
ら　

ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
は
、

国
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
に
定
め
る

酒
税
法
の
特
例
措
置
を
受
け
た
も
の
で
、

酒
税
法
の
最
低
製
造
基
準
が
適
用
が
さ

れ
な
い
た
め
、
少
量
生
産
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
特
例
措
置
に
よ
る
酒
造
免
許

の
申
請
に
は
、
特
区
の
区
域
内
で
農
家

民
宿
や
飲
食
店
を
営
業
す
る
農
業
者
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

県
が
毎
年
実
施
す
る
観
光
客
数
の
動
向
調

査
で
、
平
成
29
年
の
市
観
光
客
数
が
、
外
国

人
が
５
６
４
３
人
（
前
年
比
20
・
５
％
増
）、

修
学
旅
行
生
が
３
９
８
０
人
（
前
年
比
48
・

５
％
増
）
と
、
過
去
３
年
で
最
多
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
観
光
事
業
者
な
ど
の

関
係
機
関
と
連
携
し
た
営
業
活
動
を
行
っ
た

こ
と
、
修
学
旅
行
生
の
民
泊
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
な
ど
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
た
成
果
と
分
析

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
全
体
の
観
光
客
数

は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
悪
天
候
な
ど
の
影
響
に

よ
り
２
６
３
万
２
９
８
３
人（
前
年
比
４
・５
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
観
光
振
興
計
画
で
は
、
平
成
30
年
の

目
標
値
を
観
光
客
数
２
８
２
万
人
、
観
光
消

費
額
45
億
４
３
６
万
1
千
円
（
1
人
当
た
り

１
５
９
７
円
）と
し
て
い
ま
す
。
達
成
に
向
け
、

特
色
あ
る
観
光
資
源
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
営
備
北
丘
陵
公

園
北
入
口
エ
リ
ア
「
里
山
の
駅 

庄
原 

ふ
ら
り
」

を
無
料
化
す
る
社
会
実
験
事
業
を
活
用
し
た

周
遊
観
光
の
促
進
、
観
光
推
進
体
制
の
構
築

や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

外国人観光客・修学旅行生が大幅増
平成29 年市観光客数の動向

観光
振興課

民泊体験で市を訪れた修学旅行生

比婆牛丼パンフレット庄原やさい寿司パンフレット

免許を手にした髙原芳典さん
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